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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 
卓上型エアカーテン装置の普及加速に資する小型軽量ウイルス不活

化装置の開発 

研 究 責 任 者 ： 内山 知実（東海国立大学機構 名古屋大学） 

 

２．研究開発の目的 

本研究は、空間遮断型エアカーテン技術にウイルス不活化機能を統合した卓上型装置の開発を目

的とする。従来は、呼気中のエアロゾル粒子を遮断するエアカーテン装置に、大型高重量なウイルス

不活化装置を外付けで使用していたため、実用性に課題があった。そこで本研究では、静電気力と遠

心力を用いてウイルス粒子を効率的に捕集し、深紫外線 LED により不活化する新たな原理に基づい

た小型・軽量装置の開発を目指した。この装置をエアカーテン装置に内蔵することで、視界や動作を妨

げることなく、空間遮断とウイルス不活化を同時に実現できる。とくに医療現場など対人距離の確保が

困難な環境において、従来のアクリル板に代わる有効な感染対策機器としての実用化が期待される。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では、ウイルス不活化機能を備えた卓上型エアカーテン装置の開発に成功した。静電気力と

遠心力を併用することで高いウイルス捕集率を実現し、深紫外線 LED を組み合わせることで、目標で

ある 99.9％を上回るウイルス不活化性能を確認した。装置の小型化およびエアカーテン装置との一体

化にも成功し、実用性の高い構成を達成した。最終版装置の重量は 17kg である。騒音は目標の 35dB

以下には至らなかったが、病院での実証実験において「全く気にならない」との評価を得ており、周囲

環境と比較して十分な静音性が確保されている。以上より、医療現場での使用に必要な性能を有し、

実用に耐える静音性も併せ持つことが実証された。 

 

3-2. 今後の展開 

今後は、本装置の更なる静音化および長期使用に向けた耐久性の向上を図るとともに、製品化を

見据えた改良を進める、加えて、医療施設（採血ブース、問診室）での利用に加え、対人接触機会が多

い場面（受付窓口、介護施設、学校など）への応用展開を目指し、企業との連携による社会実装と普

及を進める。 


